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最
近

ω井
伏
問
ニ
を
語
る
に
、
二
つ
の
面
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
一
つ
は
、
流
石
の
井
伏

氏
も
老
い
た
り
と
い
う
感
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
井
伏
氏
ま
だ
ま
だ
い
か
に
も
若
い
と
い
う
感

で
あ
る
。
背
反
す
る
こ
つ
を
し
か
し
、
併
置
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

老
い
た
り
と
思
わ
せ
る
要
因
は
ニ
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、
井
伏
が
終
生
の
総
括
に
か
か

っ
て
い
る
と
い
う
感
が
し
き
り
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
十
年
間
の
仕
事
を
仰
臥
す
る
と
、

い
わ
ゆ
る
作
家
と
し
て
の
苦
悶
期
、
井
伏
流
に
い
え
ば
「
文
学
苛
年
怒
れ
」
の
時
代
(
「
文
学

寄
年
怒
れ
|
1
『
あ
の
日
乙

ω日
』
の
周
辺
事
|
|
」
八
対
談
井
伏
制
ニ
・
尼
崎
一
雄
V
昭

ω

・
1
『
群
像
』
、
「
登
多
降
郡
好
荻
村
」
昭
日
・

2
l
)
の
総
決
算
と
、
第
二
次
大
戦
中
の
皆

辱
の
時
期
、
い
わ
ば
「
徴
用
中

ω時
代
」
の
総
括
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
二
時
代
の

点
絞
に
事
は
絞
ら
れ
て
い
る
感
が
し
き
り
に
す
ぷ
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、
乙

ω
二
つ
の
時
期

を
中
心
に
井
伏
の
生
涯
も
遠
望
で
き
る
。
限
を
後
に
向
け
た
こ
れ
ら
の
回
恕
記
群
は
、
少
し
く

老
い
た
り
と
言
え
る
一
面
を
持
つ
と
言
え
よ
う
か
。
若
い
た
り

ω
二
つ
め
は
、
そ
の
回
想
に
繰

り
返
し
の
多
い
乙
と
で
あ
る
。
少
部
の
脚
色

ω変
化
を
伴
い
つ
つ
同
じ
抑
認
が
相
反
に
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
総
括

ωな
な
ら
そ
れ
以
前
に
描
き
出
さ
れ
た
も

ωを
す
べ
て
投
入

す
る
も

ωと
し
て
認
容
で
き
よ
う
し
、
事
実
そ
う
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
じ
日
恕
記
内
に

お
け
あ
繰
り
返
し
は
、
ゃ
ょ
ん
汲
に
閉
山
す
。

老
い
た
り
と
今
述
べ
た
。
し
か
し
、
決
し
て
乏
い
て
な
い
、
い
や
ま
す
ま
す
壮
ん
で
あ
る
と

い
う
一
面
を
、
常
人
以
上

ω柑
神
と
暢
述

ωあ
と
を
最
近

ω引
伏
に
見
ざ
る
を
符
な
い
乙
と
も

あ
わ
せ
て
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
異
常
な
怒
力
と
椛
想
力

ω存
在
を
も
芯
味
す
る
。
井

伏
は
好
き
な
釣
も
年
と
っ
て
「
隠
居
釣
」
に
な
っ
た
(
「
ヤ
マ
メ
釣
」
昭
必

-m、
「
失
わ
れ
ゆ

く
釣
人
た
ち
の
自
然
」
八
対
談
升
伏
的
二
・
治
山
義
夫
V
昭
必
・

2
『
期
』
)
と
嘆
ず
る
が
、

執
筆
に
お
い
て
は
す
さ
ま
じ
い
現
役
で
あ
る
。
表
面
上
、
い
か
に
も
「
隠
居
」
仕
事
め
い
て
、

随
筆
集
『
釣
人
』
(
昭
必
・

6
、
新
潮
社
)
、
『
早
稲
田

ω森
』
(
昭
M
W

・
9
、
新
間
社
〉
、

『
人
と
人
影
』
(
昭
C
・
5
、
毎
日
新
聞
社
)
、
『
小
泉
坂

ω
猪
』
(
昭

ω
・
7
、
筑
序
自
己
防
)
、

『
ス
ガ
レ
追
ひ
』
(
昭
臼
・

3
、
筑
間
陪
書
房
)
宇
佐
発
表
.
ゅ
う
ゅ
う
と
生
活
を
楽
し
み
、

酸
い
も
甘
い
も
知
り
尽
し
て
、
閉
山

ω向
く
ま
ま
に
自
在
に
苦
い
て
い
る
の
が
最
近

ω井
伏
で
あ

つ

~) 

て

槙

十小
i
止
1

混

る
な
ど
と
笠
理
し
よ
・
つ
も
り
な
ら
、
実
は
ひ
ど
い
し
っ
ぺ
が
え
し
を
く
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
『
海
』
に
連
載
さ
れ
た
『
新
倉
掘
買
』
は
昭
和
五
十
一
年
一
月
か
ら
五
十
二
年
一
月
ま
で

十
一
回
(
五
十
一
年
八
月
九
月
休
)
に
わ
た
り
延
々
と
続
け
ら
れ
、
そ
の
最
後
は
「
第
一
鰐
終
」

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
『
新
制
』
に
続
い
た
「
徴
用
中
の
乙
と
」
も
、
回
和
五
十
二
年
九
月

か
ら
五
十
五
年
一
月
ま
で
二
十
九
回
統
き
、
乙
れ
ま
た
「
前
例
制
終
」
と
結
ぼ
れ
る
。
そ
し
て
、

「
宜
多
陪
郡
井
荻
村
」
は
昭
和
五
十
六
年
二
月
か
ら
『
新
潮
』
に
巡
秘
さ
れ
始
め
、
九
月
で
第

八
固
に
な
る
が
、
ま
だ
、
い
つ
果
て
る
か
予
測
も
つ
か
な
い
。
乙
れ
も
十
数
回
続
き
、
ま
た
「

第
一
部
終
」
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら
の
第
二
街
、
後
箱
、
第
二
部
な
ど

が
書
き
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ

ω椛
恕

ω
み
で
、
十
数
年
を
必
妥
と
す
る
。
若
い
、
す
ぎ
ま
じ

い
現
役
で
あ
る
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

-134ー

と
こ
ろ
で
、
井
伏
は
小
説
と
随
笹
と

ω
区
別
を
「
・
っ
そ
」
を
者
く
か
者
か
な
い
か
で
区
別
し

て
い
る
(
「
文
学
・
閃
話
休
息
」
八
対
談
汗
伏
間
二
・
永
井
龍
見
V
昭
U
・
1
『
文
芸
』
、
「

現
代
文
学
と
こ
と
ば
・

2
、
井
伏
間
二
」
八
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

i
・
中
村
明
V
昭
日
・

2
『
言
語

生
活
』
)
。
井
伏
に
言
わ
せ
れ
ば
、
随
筆
で
尖
の
世
界
を
小
説
で
髭

ω世
界
を
拙
い
で
き
た
ら

し
い
。
乙
乙
十
年
、
井
伏
は
そ
の
二
足

ω
草
経
を
上
手
に
は
さ
乙
な
し
て
き
で
い
る
感
が
す
る
。

そ
し
て
只
味
深
い
の
は
、
尖

ω世
界
の
苦
々
し
さ
を
虚

ω世
界
、
つ
ま
り
創
作
に
よ
り
浄
化
し

て
ゆ
く
り
が
一
般
と
忠
わ
れ
る
の
に
、
井
伏
は
逆
に
、
虚

ω世
界

ω辛
さ
を
実

ω世
界
た
る
随

筆
で
被
っ
て
い
る
感
が
す
る
乙
と
で
あ
る
。
「
明
暗
」
を
記
し
て
ゆ
く
苦
渋
を
渓
詩
を
作
る
乙

と
で
慰
し
た
夏
白
紙
石
に
擬
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
井
伏
り
精
神

ωバ
ラ
ン
ス
は
そ
乙
い
ら
で

整
え
ら
れ
て
い
る
気
配
が
あ
り
な
し
か
し
、
事
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
も
な
い
。

少
し
中
へ
入
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
随
筆
の
世
界
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
乙
の
十
年
間
に
描

き
出
さ
れ
た
随
怒
群
を
私
は
二
つ
に
大
別
し
た
い
。
一
つ
は
、
往
事

ω回
想
を
中
心
に
し
た
随

依
訴
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
釣
を
合
む
身
辺
白
一
引
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
私
が
井
伏
老

い
た
り
の
肢
を
抱
か
せ
る
と
い
っ
た
の
が
前
者
に
あ
た
る
。
往
時
の
回
想
が
文
学
青
年
婆
れ
時

代
と
欲
同
時
代
を
中
心
に
し
た
も

ωで
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
乙

ωニ
つ
に
主
た
る
視
点



が
置
か
れ
、
記
述
は
時
を
前
後
し
℃
ゆ
く
。
対
し
て
後
者
は
、
い
わ
ば
升
伏
特
有

ω絶
妙

ω
エ

ッ
セ
イ
群
で
あ
る
。
釣
に
閃
す
る
も

ω、
小
動
物
に
閃
す
る
も
り
、
身
辺

ω小
さ
な
出
来
事
、

読
ん
で
ゆ
く
と
、
井
伏
が
突
に
の
び
や
か
に
佐
沼
そ
烈
し
ん
で
い
ぷ
感
が
す
る
。
一
品
加
の
述
人

の
比
例
で
描
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
「
半
生
記
」
を
ハ
伏
は
『
日
本
経
済
新
聞

』
に
述
松
す
る
。
出
生
に
始
ま
り
、
稲
山
中
山
午
、
早
稲
旧
大
学
時
代
、
関
東
大
足
炎
の
頃
、
叫
山

市
役
別
時
代
ま
で
、
鮮
か
に
年
立
て
を
川
い
て
描
き
出
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
名
臼
叙
伝
『
政

肋
抑
制
』

(mn
・
5
1
日
)
を
拡
大
詳
記
し
た
も
り
で
、
戦
中
ま
で

ω
井
伏

ω家
庭
環
鋭
、
交

友
、
作
家
と
し
て
世
に
出
る
ま
で

ω閲
庇
な
ど
が
ほ
ぼ
明
確
に
諒
知
さ
れ
る
も

ω
で
あ
る
。
ル

伏
の
半
生
記
は
こ
れ
で
尽
き
た
か
に
見
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
、
前
記

ωよ
う
に
、
「
徴
川
中

ω
乙
と
」
を
、
二
十
九
回

に
わ
た
り
奔
流
の
よ
う
に
記
し
て
ゆ
く
。
徴
用
時
代
に
経
験
し
た
物
事

ω、
徹
底
し
た
再
現
で
あ

り
増
幅
で
あ
る
。
徴
別
で
過
し
た
日
々
を
、
限
前

ω
小
一
ゃ
か
ら
、
歴
史
を
動
か
し
た
大
局

ω戦

線
、
果
て
に
は
政
治
の
大
流
ま
で
多
角
度
に
祝
日
介
を
指
え
拙
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
た
め
に

参
考
文
献
、
間
き
書
き
な
ど
を
各
種
、
一
ゃ
に
当
り
、
坊
に
応
じ
て
使
用
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
か

ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
蕗
ま
で
が
、
さ
な
が
ら
、
一
巻
の
戦
場
絵
巻

ω
ど
と
く
抗
き
山
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
注
立
す
べ
き
は
、
井
伏
が
そ
れ
ま
で
に
記
し
た
徴
川
に
閃
す
る
記
引
州
知

ωほ
と
ん

ど
す
べ
て
が
そ
こ
に
投
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
生
泣

ω
総
括
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
う

ωは
こ
の
こ
と
を
さ
す
。
た
め
に
、
「
半
生
記
」
や
そ
れ
以
前
に
苦
か
れ
た
様
々
の
こ

の
時
代
の
思
い
出
は
、
笠
校
に
笠
校
を
丞
ね
州
民
わ
れ
る
。
か
つ
て

ω日
記
「
市
航
大
紙
記
」
(
問

問
・
ロ
)
を
中
心
に
、
六
人
け
削
減
道
小
隊
の
記
録
を
主
に
記
し
た
「
ゲ
マ
ス
か
ら
ク
ル

l
ア
ン

へ
」
(
昭
凶
・

1
)
、
徴
別
令

ω包
報

ω乙
と
を
記
す
「
旅
館
・
兵
A

出
己
(
附
路
・

2
)
、
オ

ラ
ン
ダ
系
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
の
十
四
歳
の
少
女

ω
日
記
「
或
ゐ
少
女

ω戦
時
日
記
」
(
昭
凶
・

3
)
、

輸
送
指
叩
判
官
を
記
し
た
「
私

ω万
年
筆
」
〈
昭
お
・
ロ
)
、
ジ
ョ
ホ

l
ル
水
道
で
の
投
網

を
記
し
た
「
懐
中
電
燈
」
(
昭
M
・
4
〉
や
「
釣
京
雑
記
」
〈
昭
お
・

3
)
、
チ
ャ
パ
カ
の
花

の
「
に
ほ
ひ
」
(
昭
お
・

2
〉
、
中
村
地
平
の
思
い
出
「
南
方
ぼ
け
の
頃
」
(
昭
お
・

6
〉、

そ
し
て
、
山
下
奉
文
将
軍
に
礼
儀
知
ら
ず
と
叱
ら
れ
た
屈
辱
の
体
験
「
悪
夢
」
(
昭
幻
・
ロ
)
、

「
戦
死
・
戦
病
死
」
(
昭
却
・

4
)
な
ど
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
拘
話
が
、
時
に
は
断
わ
っ

て
、
時
に
は
路
面
も
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
ま
で
の
総
括
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
除
い
て
読
む
な
ら
、
重
複
す
る
乙
れ
ら
は
い
か
に
も
不
用
意
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

不
謹
慎
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
乙
の
作
品
は
、
全
二
十
九
回
で
、
前
記
の
よ
う
に
「
前
お
終
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
一
つ
の
総
括
に
か
か
っ
て
い
る
の
が
、
現
在
『
新
潮
』
述
載
中

ω
「
盟
多
摩
郡

井
荻
村
」
〈
町
田
・

2
1
)
で
あ
る
o

芥
荻
村
に
出
品
を
建
て
た
時
代
を
中
心
に
、
乙
れ
も
、
か

つ
て
記
し
た
絞
々

ω
こ

ω時
代

ω
記
録

ω
総
括
に
か
か
っ
て
い
る
と
一
己
え
ょ
う
か
。
「
半
生
記
」

と
丞
な
る
部
分
が
多
い
が
、
内
容
は
ひ
ど
く
刑
判
笛
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
関
東
大
災
炎
の
頃
、

『
文
刊
誌
都
市
』
同
人
の
時
代
、
阿
佐
ケ
谷
将
棋
会

ω
乙
と
な
ど

d

町
出
入
、
区
史
か
ら
、
郷
土
史

家
、
は
て
に
は
駕

ω
長
老
や
町

ω
士
口
老
な
ど
か
ら
叫
開
き
告
さ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、

昭
和
初
年
代
の
一
荻
窪
近
郊

ω様
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大

岡
山
川
平

ω
「
幼
年
」
(
附
必
・

1
1
U
・
日
)
以
降

ω
一
辺

ω
作
品
群
を
思
い
出
さ
せ
る
。
大

同

ω
そ
れ
は
「
わ
が
生
涯
を
紀
行
す
る
」

ω題
ω
も
と
に
、
渋
谷
駅
周
辺
を
徹
底
し
て
再
現
し

よ
う
と
し
た
も

ω
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
質

ω試
み
が
あ
る
。
昔

ω応
、
検
丁
、
住
人
、
行
事

な
ど
、
で
き
う
る
か
ぎ
り

ω再
現

ω試
み
で
あ
お
。

「
半
生
記
」
「
徴
川
小

ω一
乙
と
」
「
盟
多
摩
郡
井
荻
村
」
ら
一
述

ω総
括
も

ωは
、
か
く
て

最
近
の
外
伏

ω随
筆
群
中
、
一
一
品
伎
を
な
し
℃
い
る
o

し
か
し
、
「
徴
用
中

ω
乙
と
」
の
後
稿
、

そ
し
て
「
恐
多
陀
郡
介
荻
村
」

ω完
成
を
ま
っ
て
も
、
ま
だ
、
井
伏

ω半
生
で
し
か
な
い
。
そ

の
後

ω、
戦
後
三
十
年
は
ほ
と
ん
ど
乎
っ
か
ず
で
あ
る
。
乙
れ
ら

ω
総
括
が
も
し
考
え
ら
れ
て

い
る
な
ら
、
ま
だ
/
¥
長
い
告
し
い
仕
事
が
続
く
は
ず
で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
総
括
を
行
い
つ
つ
、
一
方
で
は
、
他

ω時
期
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
乙

ω

期
も
.
尖
に
自
在
に
仲
び
や
か
に
、
い
わ
ゆ
る
井
伏
的
な
随
低
群
が
日
間
附
さ
れ
て
い
る
。
私

は
、
そ
の
自
在
さ
を
「
放
下
」
の
世
界
と
で
も
名
づ
け
た
い
。
「
山
級
魚
」
(
昭
3
・
5
〉
以

来
杭
い
た
陥
い
井
伏
は
、
つ
ね
に
こ

ω自
在
な
随
訴
群
で
自
己
を
救
っ
て
い
る
が
、
乙
の
期
も

同
質
の
乙
と
が
一
一
員
え
そ
う
で
あ
る
。
乙
れ
ら
の
随
第
群
を
私
は
、
三
種
に
分
け
て
み
た
い
。
一

つ
は
も
り
は
つ
く
し
的
な
も

ωで
あ
る
。
ニ
つ
は
身
辺
些
一
事

ω記
録
、
三
つ
め
は
骨
董
.
魚
釣

り
と
い
っ
た
趣
味
に
ま
つ
わ
る
も

ωで
あ
る
。
試
み
に
そ
の
多
彩
を
-
記
し
て
み
よ
う
。

う
ば
め
樫
の
生
垣
に
つ
い
て
記
し
た
生
包
づ
く
し
(
「
う
ば
め
樫
」
昭
位
・

6
)
、
大
き
な
木

づ
く
し
〈
「
大
き
な
木
」
昭

mu--〉
、
様
々
な
人
間

ω風
貌
を
描
い
た
人
づ
く
し
(
「
風
貌

姿
勢
」
昭
必
・

4
)
羽
織
を
着
て
の
坐
り
方
づ
く
し
〈
「
羽
織
」
昭
G
・
l
)
、
様
々
な
釣
宿

の
思
い
出
を
絞
っ
た
釣
宿
づ
く
し
(
「
釣
宿
」
昭
氏
日
・

4
1
6
)
、
島
の
声
。
つ
く
し
ハ
「
烏
の

芦
」
昭
必
・

5
)
、
烏
づ
く
し
(
「
四
十
雀
」
昭
必
・
日
〉
、
自
動
率
的
騒
音
づ
く
し
ハ
「
窓

の
外
の
自
動
車
」
昭
必
・

2
)
、
臣
従
づ
く
し
〈
「
短
燈
」
八
昭
必
・

1
V、
「
短
縫
の
話
」

八
昭
日
・

1
V
〉
、
身
辺
の
雑
器
づ
く
し
〈
「
雑
器
」
昭
品
・

3
〉、
h

閉
山
の
ハ
ゼ
づ
く
し
(
「

ハ
ゼ
類

ω魚
」
昭
品
・

4
)
、
自
己
を
放
下
し
、
殺
々
な
も
の
を
奥
の
向
く
ま
ま
に
、
実
に
の

び
や
か
に
辞
舎
を
繰
り
、
図
鑑
を
調
べ
、
歳
時
記
を
終
り
、
人
に
聞
き
、
放
符
に
楽
し
ん
で
い
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る
の
で
あ
る
。
虹
づ
く
し
(
「
虹
の
い
ろ
い
ろ
」
昭

0
・
1
〉
、
様
々
な
人
に
間
違
わ
れ
た
人

違
い
づ
く
し
(
「
人
選
ひ
」
昭
0
・
2
)
、
地
蜂
(
ス
ガ
レ
)
序
」
飼
お
う
と
様
々
に
聞
き
調
べ

る
ス
ガ
レ
づ
く
し
(
「
ス
ガ
レ
追
ひ
」
昭
却

-
m
i
m
-
4
)
、
路
地
獄
の
様
々
(
「
服
地
獄

」
昭
0
・
ロ
)
、
放
流
し
た
鮎
づ
く
し
(
「
湖
水
の
鮎
」
昭
印
・

1
)
、
渡
し
舟
の
経
験
づ
く

し
(
「
渡
し
舟
」
昭
日
・
日
)
、
殺
を
使
わ
な
い
将
棋
づ
く
し
(
「
盤
無
し
将
棋
」
昭
臼
・

1

)
な
ど
な
ど
、
挙
げ
て
ゆ
け
ば
、
い
か
に
井
伏
が
様
々
の
物
に
関
心
を
持
ち
、
飢
ハ
の
惣
く
ま
ま

に
追
い
求
め
、
生
活
手
-
渋
し
ん
で
い
る
か
が
わ
か
る
。
も
は
や
生
活
川
述
人
と
一
一
己
っ
て
よ
い
。

自
己
放
下
の
世
界
で
あ
る
。

第
二
の
身
辺
も
の
は
、
人
事
や
実
生
活

ωで
き
ご
と
を
主
と
し
た
も
の
で
、
多
く
応
住
し
た

土
地
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
冬
の
気
竹
支
哨
円
山
、
瓦

ω
「
カ
ユ
イ
カ
ユ
イ
病
」
を
治
す
た
め
信

州
高
森
に
古
い
家
を
買
い
取
っ
た
、
そ
の
別
荘
に
ま
つ
わ
ろ
風
物
人
引
を
記
し
た
、
い
わ
ば
日

森
も

ωと
で
も
い
え
る
「
馬
」
(
昭
U
・
4
)
、
「
病
気
」

(mu
・
ロ
)
、
「
流
民
騒
ぎ
」

(
昭
必
・

1
)
、
「
小
烈
坂
の
猪
」
(
問
。
・

3
)
な
ど
.
冬
の
史
、
さ
を
避
け
る
た
め
備
前
の

牛
窓
に
転
地
し
、
そ
こ
で
出
あ
っ
た
風
物
を
記
し
た
、
い
わ
ば
牛
窓
も

ω
と
で
も
い
え
る
「
侃

前
牛
窓
」
(
昭
印
・

6
)
、
「
間
合
は
せ
の
手
紙
二
週
」
(
昭
日
・

l
)
な
ど
.
そ
れ
ら
の
作

品
は
、
土
地
の
人
事
や
風
物
抗
写
が
そ
の
ま
ま
住
人
た
ち
の
存
怒
日
以
来
と
か
ら
ま
っ
ナ
描
き
出

さ
れ
、
各
々
が
鮮
か
な
人
生
絵
巻
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
「
多
甚
古
村
」
(
悶

M
・
7
)

や
「
本
日
休
診
」
(
昭
M
・
8
1お
・

3
)
な
ど
に
類
す
る
世
界
で
あ
る
。
日
常
生
活
川
合
間

に
想
記
す
る
故
郷
の
人
事
風
物
を
記
し
た
、
い
わ
ば
故
郷
も

ω
「
川
底
川
町
」
(
昭
G
・
2
)
、

「
村
の
ム
ク
の
木
」
(
昭
特

-
2
)
、
「
天
井
aw討
の
限
庶
物
」
(
昭
必
・

6
)
、
「
姫
谷
川

鉢
設
」
(
昭

ω
・
3
)
、
「
H
Y
O
T
A
N
」
(
問
日
・

2
)
、
そ
し
て
、
自
己
身
辺

ω
向一一事

の
記
述
を
主
と
し
た
身
辺
も
の
「
七
月
の
日
記
」
(
昭
位
・

8
)

「
仲
間
好
力
と
十
日
仙
前
」
(
附

必
・

6
)
、
「
九
月
十
二
日
記
」
(
附
必

-m)
、
「
開
高
犬
人
か
ら
川
閉
山
ひ
き
」
(
昭
0
・

1
)
、
「
問
一
円
阿
佐
」
(
昭
印
・
ロ
)
「
灼
川
源
義
句
集
」
(
問
日
・
2
)
、
「
牧
野
仲
一
一
川
文
学
問
」

(
昭
日
・

3
)
な
ど
も
あ
る
。
乙
こ
で
も
、
や
は
り
生
活

ω
述
人
ぶ
り
が
鮮
か
に
見
て
取
れ

る
。
土
地
や
人
間
に
対
し
て
祭
者
の
も
つ
細
や
か
な
愛
情
が
側
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ

ヲ
也
。

第
三
の
趣
味
に
関
す
る
も

ω、
と
く
に
魚
釣
り
は
、
間
山
を
重
ね
た
井
伏
の
人
生
に
お
け
る

放
下
の
重
要
事
と
し
て
筆
頭
に
あ
げ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
釣
に
凝

り
始
め
た
動
機
を
井
伏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
乙
の
年
、
東
条
陸
相
の
『
戦
陣
訓
』
を
通
達
、
松
岡
外
相
、
ソ
脈
経
由
で
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
γ
訪
問
に
出
発
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
あ
っ
た
。
い
つ
戦
争
に
な
る
の
か
と
、
び
く
び
く
さ
せ
ら

れ
る
日
が
続
い
て
ゐ
た
。
私
は
将
棋
と
釣
に
凝
る
や
う
に
な
っ
て
、
ま
じ
め
に
原
稿
を
書
く
や

う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
釣
場
へ
行
っ
て
糸
を
垂
ら
す
と
、
不
思
議
に
原
稿
の
乙
と
な
ん
か

気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。
釣
の
師
匠

ω佐
藤
垢
石
が
『
童
心
宿
竿
頭
』
と
い
ふ
美
辞
碕
勾
を
教

へ
て
く
れ
た
。
」
(
「
豊
多
摩
郡
井
荻
村
」
)

昭
和
十
六
年
頃

ω
思
い
出
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
に
「
章
心
」
に
帰
り
、
様
々
の
自
己

ω
外
的

内
的
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
し
た
姿
勢
が
あ
る
。
乙
う
続
け
て
い
る
。

「
将
棋
も
釣
も
自
分
は
好
き
で
仕
様
が
な
い
ほ
ど
好
き
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
ど
う
い
ふ
も
の

か
ち
っ
と
も
技
術
が
上
達
し
な
か
っ
た
。
上
達
し
た
い
と
も
思
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ま
た
自

分
を
市
r
b
ト
十
が
役
に
立
っ
て
ゐ
る
と
忠
ふ
や
う
に
な
っ
て
ゐ
た
。
」
(
傍
点
筆
者
、
以
下
同
)

一
一
松
の
平
衡
感
覚
保
持
の
機
能
で
あ
る
。
釣
を
す
る
人
は
短
気
の
人
が
多
い
と
い
う
、
意
識

の
混
凶
を
こ
の
主
心
純
化
に
よ
り
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
飯
田
竜
太
の
一
釣
」
(

mo--)
、
「
宇
野
さ
ん
の
糸
釣
」
(
限
必
・
日
)
、
「
風
月
翁
」
(
昭
H
H

・
4
)
と
い
っ

た
、
人
々
の
魚
釣
り
の
様
子
、
そ
し
て
自
ら

ω
近
頃

ω釣
を
「
限

M
釣
」
と
称
す
「
ヤ
マ
メ
釣
」

(
昭
叫

-m)
、
釣
に
か
か
わ
る
様
々
の
思
い
出
や
哀
歓
を
記
し
た
「
釣
宿
」
(
昭
必
・

4

1
6
)
、
様
々
の
釣
の
述
人
た
ち
「
川
で
会
っ
た
人
た
ち
」
(
昭

ω
・
1
)
、
自
己
放
下
、
自

己
救
済
と
し
て
、
乙
の
世
界
は
も
は
や
、
井
伏
の
一
一
利
の
生
活
感
党
、
皮
府
の
一
部
に
ま
で
な

っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
『
川
釣
り
』
(
昭
幻
・
6
)
、
む
波
新
書
)
や
『
釣
師
・
釣

場
』
(
昭
お
・

2
、
新
潮
社
)
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
も

ωと
も
追
う
、
も
っ
と
枯
れ
た
世
界
が

現
わ
れ
て
い
る
。
ひ
た
む
き
に
釣
に
自
己
の
解
放
を
求
め
た
、
い
わ
ば
強
制
的
な
自
己
放
下
か

ら
、
無
担
し
な
い
で
思
い
の
ま
ま
に
釣
る
自
然
な
自
己
放
下
へ
。
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放
下
し
つ
つ
も
、
自
己

ω
総
括
を
志
し
て
い
た
最
近

ω
列
伏
の
随
祭
活
動
に
く
ら
べ
、
創
作

の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
井
伏
の
い
う
「
う
そ
」
の
世
界
に
彼
は
何
を
托
し
て
い
る
の
か
。

気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
の
、
「
二
つ
の
話
」
(
附
幻
・

4
)
、
「
位
助
」
(
昭
幻
・

5
1
6
)
、
「
遥
拝
隊
長
」
(
悶
お
・

2
)
そ
し
て
「
烈
い
雨
」
(
昭

ω
・
1
1
札
・

9
)
な

ど
に
み
ら
れ
た
、
仰
の
自
由
や
幸
せ
を
圧
殺
し
て
ゆ
く
休
制
に
対
す
る
、
屈
折
し
た
抵
抗
の
姿

勢
が
、
強
靭
に
持
続
さ
れ
て
い
お
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
秀
れ
た
才
能
ゃ
あ
え
か
な
幸
せ
へ
の

矧
い
を
、
椛
力
や
大
き
な
時
の
流
れ
が
非
情
に

R
mし
て
い
っ
た
、
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
中
で
、
自
己

ω
聞
い
や
夢
、
問
問
与
を
来
て
き
れ
ず
、
そ
れ
に
激
し
く
固
執
し
、
自
己

の
生
を
貫
こ
う
と
し
て
い
っ
た
人
述
を
、
井
伏
は
き
び
し
く
そ
し
て
暖
か
く
見
向
え
て
い
る
。

か
け
が
え

ωな
い
生
が
抑
圧
さ
れ
た
あ
と
で
も
、
や
は
り
、
生
き
る
価
値
を
何
か
に
見
つ
け
よ

う
と
し
て
必
死
に
生
き
た
人
述
、
い
わ
ば
、
固
執

ω
人
達
に
対
す
る
井
伏
の
限
は
ひ
ど
く
執
鋤

で
や
さ
し
い
。



鳥
人
幸
士
口
の
影
響
下
、
同
じ
く
空
を
飛
ぼ
う
と
し
て
捕
ま
り
入
牢
さ
せ
ら
れ
た
表
具
師
朔
次

郎

ω
半
生
を
描
い
た
「
御
用
控
帳
」
(
昭
位
・

1
)
な
ど
は
そ
の
典
型
的
な
も

ω
で
あ
る
。
越
後
で

拾
わ
れ
、
そ
の
拾
い
親
か
ら
ま
た
術
後
小
畠
に
来
て
ら
れ
、
小
自
国
で
苦
労
し
て
働
き
、
新
回
開
発

を
し
て
小
康
を
得
る
も
凶
作
に
あ
い
夜
逃
げ
を
す
る
。
岡
山
に
出
て
表
具
師

ω
徒
弟
と
な
り
、

親
方
の
代
り
さ
え
す
る
腕
に
な
り
な
が
ら
も
、
鳥
人
幸
吉

ω
事
件
に
連
座
、
所
払
い
で
小
畠
に
帰

り
、
表
具
師
.
入
歯
師
.
さ
ら
に
は
鹿

ω皮
な
め
し
師
と
し
て
地
道
に
働
く
。
今
度
こ
そ
落
着

く
か
と
見
え
た
時
、
「
空
飛
ぶ
か
ら
く
り
」
の
製
造
を
志
し
て
捕
え
ら
れ
る
o

鳥
人
幸
吉
の

行
い
を
「
烏
虫
の
卑
し
き
様
を
真
似
る
も
の
」
と
し
て
罰
し
た
前
例
に
習
い
、
役
人
た
ち
は
あ

た
ら
一
つ
の
可
能
性
を
無
惨
に
酷
似
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
小
自
の
代
官
は
、
諸
式
を
大
藩
あ
る

い
は
江
戸
の
判
例
に
あ
わ
す
た
め
、
岡
山
務
で
叩
払
い
を
経
験
し
た
幸
吉
に
、
叩
き
に
使
う
絡

の
太
さ
、
叩
き
か
た
、
か
け
声
の
あ
げ
方
な
ど
万
端
「
大
藩
の
風
間
協
」
宇
佐
沼
お
う
と
す
る
。
「

怜
助
」
の
再
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
戯
同
化
は
ひ
ど
く
物
悲
し
い
。
井
伏
は
、
老
い
て
入

牢
す
る
朔
次
郎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
結
ん
で
い
る
。

「
残
り
少
い
命
だ
か
ら
こ
そ
赦
免
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
嘆
願

ω
芦
を
出
し
た
く
な
る
。
せ

っ
か
く
歯
抜
き
屋
と
し
て
落
泣
い
て
い
た
よ
う
に
見
え
る

ω
に
、
巡
り
あ
わ
せ

ω
よ
く
な
い
人

で
あ
っ
た
。
」

外
圧
に
よ
り
、
「
巡
り
あ
わ
せ
」
に
よ
り
、
才
を
仲
ば
し
切
れ
な
か
っ
た
男
に
対
す
る
跨
嘆

の
芦
で
あ
る
。

体
制
の
中
で
の
個

ω運
命
追
尾
は
、
「
一
一
恨
の
籾
」
(
昭
幻
・

3
)
に
も
見
ら
れ
る
。
天
保

七
年
、
甲
州
百
姓
一
撲
に
知
ら
ぬ
う
ち
に
捲
き
込
ま
れ
た
千
代
松
は
、
奉
公
先
の
豪
農
利
八
の

家
が
襲
わ
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
を
知
り
、
利
八
方
の
熊
蜂
の
巣
を
石
で
壊
し
、
一
撲
の
侵
入
を

防
ぐ
。
打
壊
し
を
免
れ
た
利
八
方
で
は
乙
の
時
の
籾
米
を
一
俵
、
代
々
保
存
し
て
お
い
た
、
そ

の
天
保
の
凶
作
に
収
穫
さ
れ
た
籾
を
一
握
り
、
偶
然
手
に
入
れ
た
主
人
公
は
、
様
々
の
感
慨
に
ふ

け
る
の
で
あ
る
。
窓
に
か
け
る
窓
運
上
、
柿
に
か
け
る
柿
運
上
、
苛
放
を
き
わ
め
る
政
治
と
凹

作

ω
中
で
生
き
た
人
々
の
哀
し
み
を
「
一
握
の
籾
」
に
托
し
た
こ
の
作
品
も
、
権
力
へ
の
抵
抗

の
一
つ
の
叫
び
と
い
え
よ
う
。

第
二
次
大
戦
と
い
う
未
曽
有
の
動
乱

ω中
で
狂
っ
て
い
っ
た
程
々
の
人
生
を
描
き
出
し
た
作

品
群
も
こ
の
一
連
の
も
の
で
、
個
を
描
い
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
機
構

ω大
き
さ
と
非
情
さ

と
を
記
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
戦
中
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ジ
ョ
ホ

l
ル
州
司
政
官
を
し

て
い
た
内
船
さ
ん
の
話
を
書
い
た
「
質
流
れ

ω島
」
(
昭

0
・
1
)
は
そ
の
一
端
に
連
な
る
。

学
生
時
代
、
下
宿
を
同
じ
く
し
て
い
た
内
船
さ
ん
と
ジ
ョ
ホ

l
ル
州
で
再
会
、
甲
斐
源
氏
の
流

れ
を
自
称
す
る
内
船
さ
ん
と
ケ
ロ
ン
で
釣
を
楽
し
む
。
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
、
年
賀
状
を
取
り

交
わ
す
よ
う
に
な
り
.
近
年
は
年
一
度
、
敬
老
の
日
に
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
話
を
す
る
仲
で

あ
る
。
そ

ω内
船
さ
ん
が
会
う
た
び
に
話
す
の
が
、
瀬
戸
内
海
に
あ
る
と
い
う
質
涜
れ
の
島
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
徴
用
中
、
ふ
と
話
し
た
そ
れ
を
、
内
船
さ
ん
は
、
昨
年
二
昨
年
前

ω乙
と
に

思
い
乙
ん
で
い
る
。
か
つ
て
夢
み
た
内
海
の
楽
園
を
、
四
十
年
の
後
も
ま
だ
教
鈎
に
追
い
つ
づ
け

て
い
る
、
い
や
、
老
い
て
人
生
か
ら
落
ち
て
ゆ
け
ば
ゆ
く
ほ
ど
、
内
船
さ
ん
の
夢
は
現
前
化
し

て
く
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
二
十
七
円
と
い
う
佃
の
島
に
つ
い
て
、
語
り
か
け
て
は
帰
っ
て
ゆ
く

内
船
さ
ん
の
姿
を
、
主
人
公
は
哀
し
い
眼
で
見
つ
め
て
い
る
。
「
笠
さ
ん
の
こ
と
」
(
昭
印
・

1
)
は
、
戦
い
告
発
の
姿
勢
が
よ
り
顕
わ
に
な
る
。
近
所
に
住
ん
で
い
た
埴
生
墜
さ
ん
の
父
武

兵
衛
さ
ん
は
、
日
露
戦
争
で
片
足
な
く
し
た
退
役
軍
人
で
あ
り
、
墜
さ
ん
は
、
警
窓
小
学
校
を
出

た
あ
と
、
巡
査
に
な
り
、
時
を
え
て
、
ビ
ル
マ
の
司
政
官
を
志
願
、
相
当
な
官
位
ま
で
進
ん
だ

ら
し
い
が
、
何
か
「
行
き
す
ぎ
」
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
戦
後
、
進
駐
軍
に
追
わ
れ
、
田
舎
廻
り

の
劇
団
の
女
形
や
坑
夫
な
ど
を
し
て
逃
げ
ま
わ
る
。
戦
犯
解
除

ωあ
と
、
尋
ね
て
く
る
が
人
が

変
わ
っ
て
い
る
。
肇
さ
ん
は
そ
の
後
.
「
用
事
も
な
い
」
の
に
奇
妙
な
内
容
の
電
話
を
何
度
か

か
け
て
く
る
。
高
松
坂
発
見
の
時
、
あ
れ
は
中
間
系
だ
と
か
、
馬
王
却
の
渓
墓
発
掘
の
時
、
そ

の
女
性
は
虞
美
人
だ
と
述
べ
、
電
話
に
出
た
主
人
公
の
姉
に
、
政
下
の
戦
の
一
節
を
朗
読
し
て

み
せ
。
総
社
美
術
館
が
盗
難
に
あ
っ
た
時
、
そ
の
犯
人
保
を
予
測
し
た
電
話
を
し
て
く
る
。
戦

争
で
一
生
を
狂
わ
せ
た
、
ど
こ
か
い
び
つ
に
な
っ
た
男
の
姿
に
、
井
伏
は
珍
ら
し
く
身
を
の
り

だ
し
て
悼
み
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。
「
撃
さ
ん
は
ピ
ル
マ
と
の
関
係
で
一
生
手
一
台
な
し
に
し
た

と
云
っ
て
も
い
い
」
、
「
植
生
家
の
戸
主
は
、
武
兵
衛
・
墜
と
二
代
つ
-
つ
い
て
戦
争
で
採
み
く

し
ゃ
に
さ
れ
た
。
気
の
毒
だ
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
戦
争
は
嫌
や
だ
。
」
、
「
戦
争
さ
へ

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
」
繰
り
返
さ
れ
る
こ
う
い
う
叫
び
は
、
痛
切
な
ト

l
ン
と
し
て
作
品
の

基
底
に
流
れ
て
い
る
。
肇
さ
ん
の
願
い
続
け
た
も
の
は
、
文
化
に
対
す
る
知
的
共
感
九
の
願
い

で
あ
り
、
そ
れ
に
代
表
さ
れ
る
知
的
文
化
的
な
市
民
生
活
の
確
保
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

大
作
「
新
倉
招
貫
」
と
て
同
質
の
世
界
で
あ
る
。
甲
州
谷
村
落
は
河
口
湖
の
水
を
新
倉
村
ま

で
掘
貫
す
る
大
工
事
そ
始
め
る
。
藩
主
秋
元
但
馬
守
喬
知
は
奏
者
番
を
へ
て
今
や
若
年
寄
に
な

り
、
老
中
を
も
ね
ら
う
位
置
に
あ
る
。
そ
の
政
治
資
金
の
た
め
に
領
民
は
九
公
一
民
の
苛
酷
な

生
活
ぞ
強
い
ら
れ
て
い
る
。
城
代
家
老
高
山
伝
右
衛
門
は
俳
号
を
察
特
と
い
い
江
戸
か
ら
俳
諮

郎
松
尾
芭
蕉
、
芳
賀
一
回
聞
を
招
い
て
領
内
を
吟
行
す
る
。
そ
の
芭
蕉
と
、
前
年
百
姓
一
撲
を
起
し

代
表
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
百
姓
六
人
の
供
養
地
蔵
と
が
ま
ず
鮮
か
に
対
比
し
て
描
か
れ
る
。
幼

く
し
て
両
親
を
失
い
、
務
士
で
あ
り
な
が
ら
足
軽
の
家
に
育
て
ら
れ
、
今
は
高
山
家
老

ω
「佑

禁
方
」
存
-
勤
め
る
軍
平
が
乙
の
作
品
の
引
き
廻
し
役
で
あ
る
。
肝
心
の
新
倉
掘
貫
は
さ
て
お
か

れ
、
話
は
工
事
に
到
る
ま
で
の
経
過
が
多
彩
に
時
に
は
放
慾
に
展
開
さ
れ
る
。
馬
子
の
姿
を
し
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て
芭
誌
の
案
内
役
ぞ
勤
め
さ
せ
ら
れ
た
軍
平
は
、
次
い
で
、
配
流
さ
れ
て
き
た
浅
井
三
卓
と
い

う
老
人
の
監
鋭
役
ぞ
命
ぜ
ら
れ
る
。
三
卓
は
も
と
佐
倉
の
落
医
で
あ
っ
た
、
貞
一
牟
元
年
江
戸
城

中
で
大
老
堀
田
正
俊
が
従
兄
弟
の
稲
葉
石
見
守
に
刺
殺
さ
れ
た
事
件
を
噂
し
て
捕
え
ら
れ
大
島

に
流
さ
れ
、
更
に
谷
村
濯
に
預
け
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
高
山
城
代
は
三
卓
、
軍
平
に
命
じ
、

富
士
山
噴
火
の
事
医
そ
調
べ
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
宮
士

ω実
体
を
採
る
べ
く
、
親
短
術
師
西
沢
与

大
夫
を
招
く
。
西
沢
は
根
本
其
角
の
弟
子
で
俳
号
を
雑
司
谷
人
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
規
短
術

師
が
来
た
と
一
戸
一
回
う
だ
け
で
検
地

ω下
見
の
噂
が
た
ち
、
一
畏
の
兆
し
が
諸
方
に
現
わ
れ
る
。
生

活

ω厳
し
さ
は
こ
う
い
う
末
部
か
ら
類
推
さ
れ
る
。
西
沢
は
江
戸
へ
帰
り
、
代
っ
て
、
岩
石
や

金
鉱
石
に
詳
し
い
佐
野
有
益
軒
と
い
う
乏
人
が
来
る
。
俗
名
左
内
、
俳
詰
は
二
十
年
間
に
一
勾

だ
け
作
っ
た
乙
と
が
あ
る
。
元
御
家
人
の
次
男
で
、
算
学
前
回
で
錬
金
術
を
習
い
、
黒
川
金
山
、

甲
州
の
山
々
で
灰
吹
精
鋭
附
と
し
て
働
き
、
四
十
九
歳
で
結
婚
、
今
は
江
一
戸
で
余
生
を
楽
し
ん

で
い
た
。
コ
T
卒
、
有
益
軒
、
軍
平
な
ど
が
、
家
老

ω命
で
富
士
山
の
調
査
、
日
士
論

ω御
師
の

い
る
相
校
国
須
定
の
調
査
、
新
し
く
炭
焼
き
を
道
志
で
行
わ
せ
よ
う
と
入
っ
て
き
た
江
戸
越
後

昆

ω事
業

ω実
態
調
査
な
ど
伝
次
々
に
行
っ
て
ゆ
く
の
が
、
こ
の
作
品
の
基
本
骨
格
で
あ
る
。

霊
平
、
三
卒
、
有
益
軒
と
い
っ
た
、
運
命
に
流
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ

ω一
中
で
懸
命
に
生
き
て
ゆ
く

人
々
を
、
井
伏
は
克
明
に
書
き
込
ん
で
ゆ
く
o

苛
酷
な
霊
枕
の
中
で
一
授
に
す
べ
て
を
か
け
よ

う
と
す
る
良
民

ω姿
、
そ

ω勤
き
そ
知
り
な
が
ら
、
一
度
拡
大
し
た
生
活
の
粋
が
し
ぼ
れ
ぬ
務

主
を
合
む
上
回

ω武
士
述
、
羽
田
刺
殺
事
件

ω混
乱
の
中
で
中
絶
し
た
が
、
谷
村
の
械
の
移
転

さ
え
上
回
部
は
考
え
た
り
し
て
い
た
。
体
制
と
仙
と
が
対
立
す
る
世
界
を
客
観
的
に
描
く
う
ち

に
、
時
に
井
伏

ω宰
は
大
き
く
間
以
民
側
へ
ゆ
れ
る
。
広
士
見
凶
行
と
酒
落
る
芭
蕉
注
そ
否
定
は

し
な
い
が
、
し
か
し
、
そ

ω秀
樹
な
お
士
さ
え
、
い
や
広
士
が
良
氏
述
じ
と
っ
て
は
、
自
然

ω

運
行
か
」
妨
げ
る
、
邪
魔
で
怪
呉
な
存
在
で
し
か
な
い
こ
と
を
も
描
き
出
す
。
「
む
っ
く
り
で
っ

か
く
邪
魔
っ
け
に
な
る
、
だ
け
」
、
「
百
姓
た
ち
は
『
富
士
令
ぷ
つ
倒
せ
え
』
と
云
っ
て
ゐ
る
。
」

大
さ
な
権
力
校
椛
、
そ
し
て
時
と
し
て
自
然
界
そ
も
合
む
非
情
な
世
界
全
体

ω運
行
の
中
で
、

流
さ
れ
、
演
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
で
も
生
き
て
ゆ
く
人
々
の
姿
が
、
あ
く
こ
と
な
く
綴
ら
れ
て

い
る
。繰

り
返
し
に
な
る
が
、
そ

ω
大
き
な
外
圧

ω中
で
、
何
か
に
乙
だ
わ
り
、
そ
し
て
そ
の
こ
だ

わ
り
を
一
つ

ω
生
き
叩
裂
と
し
て
日
々
を
過
し
て
い
っ
た
人
々
の
悲
喜

ω世
界
が
最
近

ω
井
伏

の
追
い
続
け
た
作
品
の
来
調
ト

l
ン
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
た
だ
に
井
伏
最
近
の
仕
事
だ

け
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
は
小
事
で
あ
ろ
う
と
大
事
で
あ
ろ
う
と
、
何
か
に
固
執

し
て
ゆ
く
生
活
や
盗
勢
が
、
実
は
井
伏
自
身
の
問
題
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
随
筆
と
も
創

作
と
も
弁
別
し
が
た
い
作
品
群

ω中
に
、
そ
れ
ら
は
鮮
明
に
見
い
出
さ
れ
る
。
つ
つ
な
ぎ
」
(
昭

必
・
日
)
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
早
稲
田
の
同
窓
会
が
五
十
年
ぶ
り
に
熱
海
で
あ
る
と
き
き
、
つ
い

で
に
熱
海
に
い
る
岡
谷
君
に
会
お
う
と
決
心
し
た
主
人
公
が
、
岡
谷
君

ω好
き
で
あ
っ
た
う
な

ぎ
を
生
き
た
ま
ま
お
土
産
に
持
参
し
よ
う
と
手
配
す
る
。
岡
谷
君
は
、
徴
用
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
い
た
時
、
自
分
の
娘
が
実
は
養
女
で
あ
る
と
い
う
秘
密
を
主
人
公
に
話
し
て
い
る
。
苦
労
し

て
持
っ
て
い
っ
た
う
な
ぎ
を
馴
染
み
の
宿
に
預
け
、
同
窓
会
場
に
行
き
、
宴
半
ば
、
岡
谷
君

ω家

に
電
話
す
る
と
そ
の
奥
さ
ん
の
返
事
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
果
て
に
は
外
で
会
う
よ
う
に
手
配

さ
れ
て
い
る
。
酔
っ
て
娘
が
養
女
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
る
気
配
が
あ
る
。

一
方
、
内
伯
に
電
話
す
る
と
、
苦
労
し
て
持
っ
て
い
っ
た
う
な
ぎ
は
す
べ
て
死
ん
で
い
た
。
寂
英

た
る
感
の
ま
ま
、
岡
谷
君
に
会
う
の
を
止
し
て
帰
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。
う
な
ぎ
と
養
女
の
件

に
妙
に
こ
だ
わ
る
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。
よ
り
こ
だ
わ
り

ω激
し
い
の
は
、
「
船
津
村

ω窯
祉

」
(
昭

U
-
m
)
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
頃
.
河
口
湖
畔
、
船
津
村
に
弥
生
式
土
器
の
窯
誌
が

あ
る
と
き
さ
河
口
湖
畔
に
出
か
け
て
ゆ
く
が
、
す
で
に
埋
め
ら
れ
て
い
て
、
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
の
ち
青
柳
瑞
秘
守
一
読
い
、
太
宰
治
な
ど
と
説
び
行
乙
う
と
し
て
果
せ
な
い
ま
ま
、

今
日
に
到
る
。
四
十
年
前
の
話
だ
が
、
今
で
も
そ
の
呆
せ
な
か
っ
た
夢
を
追
っ
て

い
る
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
よ
り
法
ま
じ
い

ω
は
、
こ

ω
夢
、
す
な
わ
ち
船
津
村

ω窯
祉
の
掘

出
し
を
、
「
新
合
加
賀
」
第
四
立
と
五
立

ω中
で
、
江
戸
時
代
一
人
行
わ
せ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。

現
尖
の
少
を
創
作
の
中
で
来
た
し
て
い
る

ω
で
め
る
、
奥
山
市
な
執
念
と
い
え
よ
う
か
。
「
兼
行

守
の
池
」
(
昭
日
・

1
I
5
)
は
、
柏
崎
の
雨
、
鼎
村

ω兼
行
寺
と
い
う
お
寺
で
、
野
鴨
を
飼

っ
て
い
る
と
さ
き
、
わ
ぎ
わ
ぎ
越
後
ま
で
見
に
ゆ
く
話
で
あ
る
。
話
は
偶
然
に
出
あ
っ
た
戦
死

者
の
三
十
三
回
忌

ω念
仏
(
法
一
挙
)
の
さ
ま
な
詳
細
に
記
し
て
ゆ
く
こ
と
で
変
化

ωあ
や
は
つ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
た
っ
た
一
羽

ω
、
人
に
飼
わ
れ
た
肌
仰
を
見
る
た
め
に
行
う
こ
の
道
行
は
、
や

は
り
、
一
程
兵
様
の
感
を
抱
か
せ
ら
れ
る
。
御
念
仏
の
御
馳
走
を
離
れ
か
ら
一
つ
一
つ
望
遠
鏡

で
克
明
に
記
し
な
が
ら
、
「
物
好
き
」
か
ら
だ
と
主
人
公
は
弁
明
す
る
が
、
し
か
し
妙
に
固
執

す
る
姿
が
あ
る
。
「
海
扮
り
」
(
昭
G
・
ロ
)
も
同
様
で
あ
る
。
一
昨
年
、
神
戸
の
瓶
井
米
山
人

と
い
う
人
か
ら
、
海
拐
り
古
備
前
を
買
う
仲
間
に
誘
わ
れ
る
。
勧
誘
は
昨
年
と
今
年
と
あ
わ
せ

て
三
回
に
わ
た
る
。
誘
う
瓶
井
米
山
人
の
執
念
も
面
白
い
が
、
よ
り
強
く
心
引
か
さ
れ
る
の
は

そ
の
話
に
の
る
の
ら
ぬ
は
別
と
し
て
、
「
海
拐
り
古
備
前
」
、
別
名
「
汐
く
ぐ
り
古
備
前
」
に

つ
い
て
、
誘
い
の
く
る
度
に
徹
底
的
に
調
べ
て
ゆ
く
主
人
公
の
姿
で
あ
る
。
「
海
お
り
」
の
あ

る
可
能
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
個
人
に
取
得
で
き
る
か
ど
う
か
の
権
利

ω
あ
り
方
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
は
、
古
備
前

ω研
究
家
柱
又
三
郎
、
日
目
涯
に
精
し
か
っ
た
平
田
八
春
、
そ
し
て
、
か
つ

て
木
格
的
に
海
拐
り
古
備
前

ω収
集
に
の
り
だ
し
た
岡
山

ω陶
守
産
科
院
長
な
ど
に
つ
い
て
調
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べ
あ
げ
る
。
随
筆
で
み
た
「
ー
づ
く
し
」
的
な
も

ω
で
、
「
出
拐
り
古
川
仰
前
づ
く
し
」
と
で
も

言
お
う
か
。
こ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る
平
悶
八
春
、
位
X
二
一
郎
.
向
守
院
長
、
阿
川
バ
氷
山
人
、
そ

し
て
何
よ
り
主
人
公
自
身
、
な
べ
て
、
回
執

ω
人
と
一
己
っ
て
よ
い
。

少
し
く
ど
く
な
っ
た
、
取
り
ま
と
め
る
な
ら
、
創
作
に
見
る
最
近
の
井
伏
の
仕
誌
は
、
体
制

ま
た
は
権
力
に
対
す
る
仰

ω
位
置
や
例

ω存
在
す
る
な
味

ω一
測
定
そ
行
お
う
と
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
時
に
抵
抗
の
姿
勢
で
も
っ
て
、
時
に
何
か
に
散
し
く
固
執
す
る
乙

と
で
も
っ
て
、
自
己

ω
立
坊
を
拾
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
述
に
き
わ
だ
っ
た
閃
心
ぞ
よ
せ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
井
伏
の
一
つ

ω創
作
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
。
ハ
伏
の
限
は
休

制
よ
り
も
そ
の
似

ω
描
出
に
重
点
が
あ
る
。

そ
し
て
、
随
筆
群
ぞ
そ
の
限
で
見
直
す
と
、
固
執

ω
人
々
へ

ω
配
意
が
、
こ
こ
で
も
執
劫
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。
と
り
急
ぎ
挙
げ
て
み
る
。
「
伊
沢
附
軒
」
執

笠
中

ω閤
外
に
批
正

ω
文
子
送
り
続
け
た
渋
学
者
杉
山
県
刻
印
禄
太
郎
(
「
間
外
の
手
紙
」
昭
位

・
1
)
、
釣
に
行
き
な
が
ら
囲
外

ω作
品

ω
こ
と
ば
か
り
治
す
文
学
の
鬼
宇
野
治
二
(
「
{
ナ

野
さ
ん
の
魚
釣
」
問
。
・
日
)
、
山
肋
を
通
そ
う
と
し
て
名
所
で
街
突
し
て
出
伺
え
て
い
っ
た
徴
用

員
平
野
訳
笑
(
「
戦
争
中

ω
徴
只
・
平
野
山
美
」
昭
必
・

2
)
、
「
雨
月
物
語
」
に
mm
か
れ
、

秋
成
の
研
究
に
一
生
を
注
い
だ
佐
藤
十
日
夢
(
「
『
前
月
物
語
』
明
治
翻
刻
本
」
附
必
・

9
)
、

現
在
ロ
ン
ド
ン
在
住

ω
某
老
日
本
人

ω
古
い
手
帳
に
見
る
苦
難

ω
記
録
(
「
九
月
十
二
日
記
」

昭
必

-m)
、
奥
さ
ん
の
料
理
し
た
も

ω
か
、
ま
た
は
臼
分
で
羽
え
た
も

ωし
か
箸
を
つ
け
ず

約
束
す
る
と
昭
和
十
一
年
か
ら
戦
後
ま
で
俗
月
き
っ
ち
り
九
十
円
、
太
宰
治
に
送
り
続
け
た
、

治
の
長
兄
品
作
品
文
治
(
「
太
申
治
と
文
治
さ
ん
」
附
将

-
H
)
、
三
好
述
治
の
年
諮
作
り
に
取

り
付
か
れ
た
石
原
八
束
(
「
年
訟
に
渇
か
れ
て
ゐ
た
人
」
昭

0
・
日
)
、
ひ
た
す
ら
仰
前
焼
を

追
い
続
け
た
校
又
三
郎
(
「
柁
又
三
郎
」
附
印

-m)
、
真
正
日

κ、
つ
ね
に
「
本
格
的
」
に

生
き
た
凶
家
信
伊
之
助
(
「
硲
三
彩
亭
」
昭
叩
・
ロ
)
な
ど
な
ど
。
律
気
で
、
正
政
で
、
小
ま

わ
り
が
き
か
ず
、
い
つ
も
「
ひ
た
向
き
」
(
「
佐
又
三
郎
」
)
に
生
き
た
人
々
を
、
井
伏
は
追

い
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
硲
さ
ん
の
描
い
た
柿
約
に
は
た
い
て
い
の
小
説
家
が
出
足
し
た
ゃ
う
だ
が
、
中
型
介
山
だ

け
は
ひ
ど
く
怒
っ
た
こ
と
が
あ
る
さ
う
だ
。
『
大
十
九
u
薩
峠
』
の
相
判
的
の
と
き
、
登
場
人
物
の
机

飽
之
助
か
誰
か
が
笠
躍
手
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
拾
い
た
。
了
皆
手
-
給
っ
た
人
物
で
な
く
て
、
オ

ー
ル
バ
ッ
ク
の
奇
年
が
鐙
て
ゐ
る
と
乙
ろ
を
描
い
た
。
約
と
し
て
は
う
ま
く
出
来
て
ゐ
た
が
、

中
里
介
山
は
憤
然
と
し
て
、
も
う
原
稿
を
書
く
の
は
止
し
た
と
新
聞
社
へ
一
去
っ
た
と
い
ふ
。
私

が
硲
さ
ん
に
合
っ
た
と
き
、
『
な
ぜ
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
男
に
し
た
ん
で
す
』
と
訊
く
と
、
オ
ー

ル
バ
ッ
ク
の
若
い
友
人
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
か
ら
、
さ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
云
つ

た
。
常
然
の
こ
と
の
や
う
に
云
っ
た
。
」
(
「
硲
三
彩
亭
」
)

両
者
の
問
に
立
っ
て
お
ろ
お
ろ
す
る
絹
集
者
の
姿
が
思
い
や
ら
れ
、
思
わ
ず
微
苦
笑
さ
せ
ら

れ
る
が
、
と
も
か
く
、
北
伏
は
こ
う
い
う
「
作
気
さ
」
そ
こ
よ
な
く
愛
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

さ
し
く
、
作
汁
伏
自
身
が
そ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
軽
汚
な
才
子
位
、
井
伏
が
嫌
う
も
の
は
な

3

0

 私
は
、
升
伏
の
手
法
の
一
つ
に
、
ず
ら
し
の
手
法
と
で
も
い
う
も
の
ぞ
考
え
て
い
る
。
い
た

と
言
っ
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、
昭
和
三
十
二
年
一
月
の
『
文
学
界
』
は
「
文
芸
誌
の
理
想
像
」

と
い
う
特
集
を
編
ん
だ
。
二
一
島
由
紀
夫
、
伊
藤
整
、
平
林
た
い
子
、
稔
名
麟
一
-
一
、
外
上
友
一
郎

な
と
の
各
氏
が
か
な
り
ま
じ
め
K
理
想
像
を
描
こ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
井
伏
は
、
「
と
て
も

こ
の
ぷ
題
に
向
く
や
う
な
原
稿
は
設
け
な
い
と
'K
が
つ
い
た
の
で
、
約
束
を
放
っ
て
編
総
記
者

に
問
す
る
岡
山
ひ
出
宇
佐
苦
い
て
思
円
十
周

ω原
稿
ぱ
討
て
る
。
」
と
述
べ
、
小
山
田
樗
陰
を
は
じ
め
、

二
、
-
ニ
の
雑
誌
記
者
の
ゴ
シ
ッ
プ
を
記
し
、
あ
げ
く
、
「
こ
り
断
片
的
な
認
は
、
記
者
気
質
に

も
い
ろ
い
ろ
倒
臭

ωあ
る
こ
と
ぞ
物
語
っ
て
ゐ
る
か
と
思
ふ
。
但
し
、
課
題
と
は
何
の
聞
係
も

な
い
。
」
と
結
ぶ
。
「
理
想
像
」
と
い
っ
た
観
念
操
作

ω
却
し
さ
、
思
想
と
い
う
こ
と
ば
に
操

ら
れ
自
己
ぞ
見
失
う
思
し
さ
を
井
伏
は
十
全
に
永
知
し
、
ひ
ど
く
嫌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
自
ら
が
行
為
の
小
心
人
物
と
な
り
、
理
初
心
品
川
と
な
る
こ
と
の
忌
避
で
も
あ
る
。
概
念
.
観

念
に
し
て
も
同
じ
で
、
い
よ
い
よ
と
い
う
と
き
、
す
ら
り
と
避
け
た
り
、
時
に
は
逃
げ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。

「
『
作
日
山
』
4

併
出
し
て
い
た
の
は
、
昭
和
問
、
五
年
頃
か
ら
六
、
七
年
頃
の
間
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
う
。
そ
の
ζ

ろ

ω中
島
君
は
酔
っ
て
も
酔
わ
な
く
て
も
談
論
風
蛮
で
、
見
る
か
ら
に

き
び
き
び
し
た
感
じ

ω少
壮
評
論
家
で
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
私
は
『
作
品
』
の
合

ω跨
り
に
中

島
君
と
悌
子
沼
を
し
て
、
+
二
社
の
近
く

ω中
島
君
り
っ
ち
に
泊
っ
た
。
翌
朝
.
お
母
さ
ん
に

お
目
に
か
か
っ
た
が
、
以
U

山
の
あ
る
貨
に
立
派
な
婦
人
で
あ
っ
た
。
中
島
君
が
例
に
よ
っ
て
談

論
風
食
、
べ
ら
べ
ら
喋
り
出
す
と
、
お
母
さ
ん
が
『
健
殺
が
何
ぞ
巾
し
ま
す
や
ら
』
と
や
わ
ら

か
に
た
し
な
め
た
。
そ
の
一
言
で
健
政
は
し
ゅ
ん
と
し
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
健
践

が
ま
た
べ
ら
べ
ら
喋
り
だ
す
。
お
母
さ
ん
が
『
健
殺
は
あ

ωよ
う
な
乙
と
を
申
し
ま
す
』
と
云

っ
た
。
健
織
は
し
ゅ
ん
と
な
っ
た
o

」
(
「
風
貌
・
姿
勢
」
昭

u
・
4
)
(
傍
点
こ
れ
の
み
井

伏〉
中
島
健
蔵
の
談
論
は
か
く
て
見
事
に
戯
画
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
い
か
に
も
鮮
か
な
概
念
こ
わ

し
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
「
文
芸
誌

ω理
想
像
」
と
同
じ
で
、
そ
れ
で
は
そ
の
談
論
の
中
味

は
、
理
想

ω内
実
は
と
言
う
と
、
そ
れ
自
体
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
て
し

ま
う
。
い
ず
れ
か
へ
傾
斜
し
な
い
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
見
事
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
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て
は
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
退
嬰
的
な
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。

例
え
は
、
と
う
い
う
ず
ら
し
で
あ
る
。

「
井
伏
十
二
時
に
玉
音
放
送
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

五
木
私
た
ち
は
、
あ
の
と
き
平
鹿
一
中
の
校
庭
に
整
列
し
て
、
玉
音
放
送
そ
問
い
た
わ
け
で

す。井
伏
そ
う
で
す
か
。
伐
は
広
ぬ
県
の
旧
合
に
疎
開
し
て
い
、
ま
し
て
、
廊
下
に
腰
か
け
て
聞
い

て
い
ま
し
た
。

五
木
あ
れ
ば
、
重
大
な
放
送
が
あ
る
か
ら
、
み
ん
な
集
ま
る
よ
う
に
と
い
う
校
内
放
送
で
・
:

井

伏

私

ω
所
は
隣
組
か
ら
刷
物
が
き
ま
し
た
。
」
(
「
以
後
と
泥
流
」
八
対
談
井
伏
間
二
・

五
木
究
之
V
昭

μ
・
日
『
文
芸
』
)

見
事
に
二
人
の
作
家

ω個
性
、
資
質
が
現
わ
れ
て
い
る
。
五
木
が
感
情

ω激
化
を
は
か
ろ
う

と
す
る
の
に
対
し
て
、
井
伏
は
見
事
に
ず
ら
し
て
い
る
。
五
木
は
や
り
に
く
か
っ
た
ろ
う
と
苦

笑
さ
せ
ら
れ
る
。

故
郷
の
近
く
の
山
村
、
過
疎
化
現
象
で
、
四
年
前
に
後
三
年
し
た
ら
学
童
が
十
五
人
に
な
る

だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
た
小
学
校
が
、
去
年
一
人
き
り
に
な
る
。
そ
の
あ
と
、
井
伏
は
、
「

、
、
、
、

今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
校
長
さ
ん
に
令
っ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
」
と
記
し
て
結

ぶ
(
「
川
底
の
町
」
)
。
「
校
長
さ
ん
」
を
こ
乙
で
出
す
必
要
は
別
に
な
い
。
乙
の
状
景
で
、

も
っ
と
場
の
深
刻
化
や
疎
外
状
況

ω
惑
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る

ω
で
あ
る
。
「
校
長
さ
ん
」

で
、
眼
が
ち
ょ
っ
と
逸
ヨ
り
さ
れ
る
。
窓
の
外
の
自
動
車
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
、

事
故
も
絶
え
間
が
な
い
。
戦
後
二
十
年
間
に
車

ω衝
突
す
る
音
を
五
十
回
以
上
も
開
い
た
。
「

、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
つ
ど
、
ど
乙
か
ら
と
も
な
く
巡
査
が
や
っ
て
来
て
、
地
面
に
チ
ョ
ー
ク
で
白
線
を
描
い
た

り
巻
尺
で
寸
法
を
計
っ
た
り
し
て
、
普
察
手
般
に
何
か
筆
記
し
た
o

」
(
「
窓

ω外
の
自
動
車

」
)

0

「
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
」
、
「
何
か
」
は
言
い
え
て
妙
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
妙
」

の
と
こ
ろ
で
、
い
つ
か
焦
点
が
ぼ
け
て
く
る
。
御
坂
峠
の
茶
屋
は
荒
れ
は
て
、
太
宰
治
の
碑

も
落
書
で
徹
底
的
に
似
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
茶
屋
が
庖
を
や
っ
て
い
た
頃
は
大
切
に
さ
れ
て
い

た
し
、
建
碑
の
時
は
河
口
村
の
人
達
の
手
厚
い
協
力
が
あ
っ
て
で
き
た
碑
だ
。
「
『
見
ろ
、
ひ

ど
い
落
書
だ
。
何
百
人
も
の
手
で
荒
・
り
さ
れ
て
ゐ
る
』
/
私
は
訟
な
坂
道
を
の
ぼ
っ
た
の
で
、

怠
を
き
ら
し
な
が
ら
砕
の
烈
石
に
腰
を
か
け
た
。
/
『
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
に
落
書
し
て
、
小

紋
染
の
や
う
ぢ
ゃ
な
い
か
。
し
か
し
、
染
校
様
だ
と
し
た
ら
、
何
枚
様
に
似
て
ゐ
る
だ
ら
う
』
」

(
「
峠
の
茶
活
」
昭
幻
・

2
)
。
怒
り
の
視
点
が
ふ
と
ず
ヨ
り
さ
れ
る

ω
で
あ
る
。
判
内
伏
は
ユ

ー
モ
ア
に
つ
い
て
、
「
僕
は
も
と
も
と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
人
間
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
消
す

た
め
な
ん
だ
。
」
、
あ
る
い
は
直
情
に
つ
い
て
「
島
崎
藤
村
の
よ
う
な
、
あ
れ
が
恥
ず
か
し
い
」

(
「
現
代
文
学
と
乙
と
ば
・

2
、
井
伏
間
二
」
)
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
焦
点
を
ず
ら

す
の
で
あ
る
。
こ
の
ず
ら
し
の
手
法
が
こ
れ
ま
で
井
伏

ω文
休
日
ケ
支
え
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

徹
底
追
求
や
間
出
回
羽
化

ω直
前
で
、
ふ
っ
と
事
ぞ
か
わ
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
井
伏
の
大

き
さ
と
恐
さ
が
あ
っ
た
。
一
手
一
令
部
純
化
し
な
い
認
識
の
新
添
が
あ
っ
た
。
井
伏
の
捕
え
ど
こ
ろ

の
な
い
魁
伶

ω
一
因
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
回
執
の
人
を
追
い
、
生
涯

ω総
括
期
に

入
っ
た
ご
く
最
近
の
井
伏
に
は
、
こ
の
ず
ら
し
の
手
法
が
少
し
消
え
か
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
徴

用
時
代

ω
友
人
松
本
百
治
が
、
原
子
力
発
信
所
に
勤
務
中
、
放
射
能
ぞ
あ
び
て
舌
ガ
ン
に
か
か

り
死
ん
だ
息
子
ぞ
悲
し
み
、
放
射
能
許
容
円
以
に
つ
い
て
執
劫
に
調
査
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

そ
の
発
表
の
労
を
と
る
(
「
無
常

ω風
」
昭
日
・
日
)
姿
勢
は
ひ
ど
く
厳
し
い
し
、
亡
き
友
人

木
山
挺
平
そ
恕
う
文
立
は
限
り
な
く
や
さ
し
い
(
「
木
山
扱
平
の
詩
ζ

日
記
」
昭
日
・

1
〉。

む
し
ろ
ず
ら
し
を
や
め
、
井
伏
自
身
、
悶
執
の
人
へ
と
転
化
し
か
け
て
い
る
。
そ
れ
が
、
同
じ

話
の
繰
り
返
し
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
が
し
か
し
、
『
新
合
川
山
口
』
第
二
お
「

徴
用
中
の
こ
と
」
の
後
話
、
「
盟
多
陪
郡
升
荻
村
」
の
完
了
と
い
っ
た
大
作
を
完
成
し
て
ゆ
く

過
程
で
、
こ
の
怪
魚
が
、
妙
に
ゆ
っ
た
り
と
動
き
始
め
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
配
が
す

る
の
で
あ
る
。
志
の
定
ま
っ
た
井
伏
手
見
る
気
配
号
私
は
感
ず
る

ωだ
。
今
.
H
h
伏
は
す
ざ
ま

じ
い
転
生
を
と
げ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
井
伏
間
二
、
現
在
、
八
十
三
歳
で
あ
る
。
(
昭
五

六
・
九
・
八
稿
)

(
注
、
こ
の
稿
を
投
じ
て
す
で
に
一
年
を
超
え
た
。
そ
の
問
、
井
伏
の
仕
事
が
幾
っ
か
終
り

始
ま
っ
た
。
そ
れ
を
整
合
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
機
を
得
ぬ
ま
ま
校
正
を
迎
え
た
。
当
時
の
ま

ま
に
し
て
お
く
。
昭
五
七
・
十
一
・
十
記
)
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